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前澤給装工業株式会社 

電動穿孔機本体について 
 

【日常のメンテナンスについて】 

・穿孔機に錐は接続せず、本体をしっかりと固定した状態で電源を入れ、空回しした時に「シャフトが 

 スムーズに回転すること」及び「スムーズに移動(上下)すること」を確認してください。 

 また、「シャフトを10cm程度出した状態で振れがないこと」を確認してください。 

・ねじ部に変形がないことを確認してください。 

・アダプタ接続面に著しい変形がないことを確認してください。 

・汚れや付着物は(砂・石 等)きれいに取り除いてください。 

・ご使用後は水気等をよく取り除き、専用のケースで保管してください。 

・100～200 回程度の穿孔使用、又は 2～3年に 1度のオーバーホールを推奨しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 

【修理や交換が必要な場合】 

・電源を入れて空回しした時に、本体やモータから異音がする。 

・シャフトが振れている。スムーズに回転しない又は上下しない。ねじ部が変形している。 

・アダプタ接続面が変形している。 

・使用中または使用後、穿孔機の送り確認窓の内側が水で濡れている又は曇っている。（図3） 

・取除き困難な汚れや付着物がある。著しく腐食している。 
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シャフトの振れ 

異音がする 
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